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係留施設の効率的な維持管理のための
点検診断システムの開発

背景と目的

【背景】
港湾施設は厳しい海洋環境に曝されており、現場へのアクセスが
容易でないことから、維持管理を適切に行うことが困難な場合が多
い。物流の根幹をなす港湾施設の老朽化が深刻となる中で、予防
保全を前提とした維持管理の実施には、施設の劣化状況を的確に
把握することが前提であるという理解は得られているが、点検診断
にかかる作業や分析・評価のより一層の効率化を図らなければ十
分に対応できないという実態がある。

【目的】
現状で実施可能な目視調査から補修の要否や緊急性の評価、ライ
フサイクルコストの概算値を示すことで、維持管理に対する認識を
向上させることを目的とした点検診断システムを開発した。
（係留施設である桟橋を対象）
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桟橋の構造例
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システム化の範囲 日常点検と一般定期点検
診断の目視調査を対象

ライフサイクルコストの削減と戦略的維持管理の実現

維持管理計画

定期点検

残存性能評価と将来予測

性能

現在 時間

適切な対策の計画・実施

データベース
・点検結果
・評価結果
・予測結果
・補修等の対策

LCMシステム

入力/参照
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経過年数
利用条件

設計条件
環境条件

予定供用期間
将来の利用計画

入力/参照
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システムに求められる要件

点検実務における課題に対する解決策をシステム要件
とした。

（１）点検作業中に作業位置が把握できる。
（２）過去の点検結果を参照できる。
（３）船上で安全に使うことができる。
（４）少人数、低予算で、手軽に利用できる。

（５）点検位置と撮影写真の紐付けを、容易に正確に行え
る。

（６）写真を漏れなく撮影できる。
（７）点検内容を簡単に記録できる。

（８）点検員の熟練度によらず、精度の高い劣化判定を行
うことができる。

システムの構成
本ツールの対象範囲

外部DBとのデータ連
携はテキストファイル
で行う
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システムの機能
事務所用端末システム

■主な機能
・施設情報の設定、点検位置図の
作図
・点検項目の設定
・点検結果の閲覧、編集
・点検結果と写真の紐付け
・施設の評価結果の確認
・補修の概略コストの確認

※上部工（下面側）が対象
・帳票出力

■主な機能
・点検箇所の確認
・点検結果の記録
・写真の記録
・過去の点検結果の確認
・施設の評価結果の確認

※上部工（下面側）が対象

現場点検用端末システム

事務所用端末システムの概要
①点検データの設定（基本諸元）
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事務所用端末システムの概要
①点検データの設定（ブロック分割）

事務所用端末システムの概要
①点検データの設定（座標番号）
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現場点検用端末システムの概要

■現場点検用端末の機能
・点検箇所の確認
・点検結果の記録
・写真の記録
・過去の点検結果の確認
・施設の評価結果の確認

△△港 □□地区
〇〇桟橋

△△港 □□地区

〇〇桟橋

②施設点検の記録

事務所端末から転送されたデータ

現場点検用端末システムの概要
②施設点検の記録

未点検個所を確認できることで作業位
置が把握できる
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現場点検用端末システムの概要
②施設点検の記録

過去の点検結果を参照できる

現場点検用端末システムの概要

点検位置と撮影写真の紐付けを容
易かつ正確に行え、もれなく撮影で
きる。

②施設点検の記録

船上で安全に、手軽に使える。
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現場点検用端末システムの概要
定型文入力支援により点検
内容を簡単に記録できる

②施設点検の記録

現場点検用端末システムの概要
劣化度判定事例を参照して精度の高い
判定ができる（熟練度によらない）

②施設点検の記録
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事務所用端末へのデータ転送
③点検結果のまとめ

点検結果の一覧（各部材の
劣化度、写真など）

事務所用端末へのデータ転送

△△地区 □□岸壁

③点検結果のまとめ（写真一覧）

写真記録の一覧（点検項目ごと）
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事務所用端末へのデータ転送

△△地区 □□岸壁

③点検結果のまとめ（概略コスト）

補修の概略コスト

事務所用端末からのデータの出力

△△地区 □□岸壁

〇〇港

④出力結果（点検記録表）

劣化度の判定基準

所見（メモ）

劣化度
分布
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△△地区

〇〇港

□□岸壁

事務所用端末からのデータの出力
④出力結果（施設の性能低下度の評価）

劣化度と性能低下度
の総括表

性能低下度の評価方法

△△地区
〇〇港

□□岸壁

事務所用端末からのデータの出力
④出力結果（補修の概略コスト）
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△△地区〇〇港

□□岸壁

△△地区〇〇港

□□岸壁

事務所用端末からのデータの出力
④出力結果（写真帳）

まとめ

○桟橋を対象として、現状で実施可能な目視調査から、補修の
要否や緊急性の評価、ならびにライフサイクルコストの概略
算定が可能なシステムを開発した。

○本システムの使用方法は、日常点検や定期点検に携行し、
目視調査結果を入力することを想定している。

○本システムにより、維持管理技術の底上げが図られ、維持
管理の確実な実施による港湾施設の安全性の向上が期待
できる。
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ご清聴ありがとうございました


